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期、社会主義期、軍政期 一五〇年以上大きく変わること なかった。二〇〇〇年代半ば以降、ＧＤＰに占める農 部門の比率は次第に低下してきているとはいえ 二〇一〇／一一 度でも三〇％を占める。新政権は外資導入を通じた工業化を目指すが、健全な経済発展のた には、工業化を下支えできるように農業部門の生産性向上が必要である。　
ミャンマー農村部には人口の約
七割近くが居住し農 生計を依

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































がこの二年半 間に、農業発展と貧困削減に正面から取り組む姿勢と具体的な政策を打ち出したという点は評価されるべきである。その一方で、現在、 府には総選挙までに具体的な成果をあげたいとする焦りがみえる。しかし、貧困削減というきわめて大きな課題にこの短期間で目 見 成果を期待するのは現実的ではない。貧困削減には時間がかかる。ポピュリスト的な政策を矢継ぎ早に出すのではなく、長期的ビジョンを練ったうえで着実 改革 推進が望まれる。（お
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